
佐藤允彦
1941年東京⽣まれ。慶応義塾大学卒業後、1966年から1968年にかけて米国バ
ークリー⾳楽院に留学、作・編曲を学ぶ。帰国後、1969年に初のリーダー・
アルバム『パラジウム』でスイングジャーナル誌「⽇本ジャズ賞」受賞。その
後も、ビッグ・バンドのための作品『四つのジャズコンポジション』(1970年)、
『邪⾺台賦』(1972年) で⼆度の芸術祭優秀賞を受賞する。これまでに数多くの
リーダー・アルバムを発表しており、スティーヴ・ガッド(Ds)、エディ・ゴメ
ス(B) のトリオでレコーディングした『アモーフィズム』の全米発売や、"セレ
クト・ライブ・アンダー・ザ・スカイ '90"で誕⽣した『ランドゥーガ』(スイン
グジャーナル誌「⽇本ジャズ賞」受賞) のフランスでのリリースなど、国際的に
も⾼い評価を得ている。作・編曲家としては、ナンシー・ウイルソン、アート
・ファーマー、ヘレン・メリル、中川昌三、伊藤君⼦をはじめとする様々なア
ーティストのレコーディングへの参加や、『オーケストラと三⼈のインプロヴ
ァイザーのための「乱紋」』(1986年)、『WAVE IIIとオーケストラのための
コンチェルト』(1988年) などの実験的作品、「万国博覧会〜地⽅自治体館」
(1970年)、「花と緑の博覧会〜ＪＴ館」(1990年) などのパビリオン⾳楽など
を⼿掛けている。さらに、⾳楽を担当したテレビ番組、映画、ＣＭは数え切れ
ないほどである。1997年には自⼰のプロデュース・レーベル〈BAJ Records〉
を創設。ピアノ・ソロ・シリーズやバッハをモティーフにした佐藤允彦トリオ
『巴翁戯楽』を発売するなど、その活躍はますます多⾯化するばかりである。

加藤真⼀
北海道出⾝。1985年猪俣猛トリオに抜擢され上京。大友義雄、遠藤律⼦、
中村誠⼀、土岐英史、⾟島⽂雄、向井滋春、スガダイロー、井上ゆかり、森⼭
威男、秋⼭⼀将、川嶋哲郎等のグループに参加。
2002年、富樫雅彦（JJ Spirits）参加。佐藤允彦とTipo CABEZA結成。
2005年佐藤允彦（saifa）にてメールス、ノースシージャズフェスティバル出演。
現在は佐藤允彦、前⽥憲男、市川秀男、嶋津健⼀とのトリオや自⼰のバンド
（B-HOT CREATIONS）を率いる。リーダー作は15枚。最新作は清⽔絵理⼦と
のデュオ。【Double Axes】
美しい⾳⾊と繊細さ、重厚なリズム。ジャンルを超えた多様な演奏スタイルは
今や⽇本の⾳楽界に⽋くことのできない存在。

０２月１７日（日）
開場　１４：３０
開演　１５：００～
(２ステージ 入替なし　途中入場可) (1drink=６００円～)
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MC　３５００ 円＋２drinks order


